
赤
い
繭

組

番

氏
名

は
じ
め
に

い
ま

「
赤
い
繭
」
を
読
ん
で
み
て
、
最
も
強
く
自
分
に
語
り
か
け
て
き
た
こ
と
は
何
か
。

、

自
分
の
言
葉
で
ま
と
め
て
み
よ
う
。

お
わ
り
に

「
赤
い
繭
」
に
つ
い
て
強
調
学
習
を
行
っ
た
後
、
最
も
強
く
自
分
に
語
り
か
け
て
き
た
こ

と
は
何
か
。
自
分
の
言
葉
で
ま
と
め
て
み
よ
う
。



組

番

氏
名

エ
キ
ス
パ
ー
ト
活
動

Ａ

・

中
心
人
物
」
は
誰
か
。

「※
中
心
人
物
＝
物
語
全
体
を
通
じ
て
、
気
持
ち
や
そ
の
変
化
が
最
も
詳
細
に
描
か
れ
て
い
る
人
物
。

・

重
要
人
物
」
に
つ
い
て
考
え
よ
う

（
ａ
）
最
も
「
重
要
」
だ
と
思
う
一
人
の
み
を
答
え

「

。

な
さ
い

（
ｂ
）
そ
う
思
う
理
由
を
わ
か
り
や
す
く
述
べ
て
み
よ
う
。

。

※
重
要
人
物
＝
中
心
人
物
の
変
容
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
人
物
。

（
ａ
）

（
ｂ
）

・
こ
の
物
語
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
な
に
か
。
理
由
も
答
え
よ
う
。

キ
ー
ワ
ー
ド
…
…

理
由
…
…



組

番

氏
名

エ
キ
ス
パ
ー
ト
活
動

Ｂ※
場
面
分
け
＝
設
定
→

展
開
→

山
場
→

結
末

・
場
面
分
け
を
し
よ
う
。

設
定
…
…

展
開
…
…

山
場
…
…

結
末
…
…

・
こ
の
物
語
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
な
に
か
。
理
由
も
答
え
よ
う
。

キ
ー
ワ
ー
ド
…
…

理
由
…
…



組

番

氏
名

エ
キ
ス
パ
ー
ト
活
動

Ｃ

・
次
の
「
表
現
」
を
用
い
て
何
を
示
し
た
い
の
か
を
、
全
体
の
テ
ー
マ
に
即
し
て
、
そ
れ
ぞ

れ
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
よ
う
。

「
返
事
の
代
わ
り
に
、
女
の
顔
が
壁
に
変
わ
っ
て
、
窓
を
ふ
さ
い
だ
。
あ
あ
、

①
本
文
プ
リ
ン
ト

行
目

31

こ
れ
が
女
の
笑
顔
と
い
う
や
つ
の
正
体
で
あ
る

」
。

「
棍
棒
を
も
っ
た
彼
」

②
本
文
プ
リ
ン
ト

行
目

39

「
家
…
…
消
え
う
せ
も
せ
ず
、
地
面
に
立
っ
て
動
か
な
い
家
々
。
そ
の
間
の
ど

③
本
文
プ
リ
ン
ト

行
目

47

れ
一
つ
と
し
て
定
ま
っ
た
顔
を
も
た
ぬ
変
わ
り
つ
づ
け
る
割
れ
目
…
…
道
」

「
だ
が
、
家
が
出
来
て
も
、
今
度
は
帰
っ
て
ゆ
く
お
れ
が
い
な
い

」

④
本
文
プ
リ
ン
ト

行
目

。

68



組

番

氏
名

ジ
グ
ソ
ー
活
動

・

お
れ
」
が
「
赤
い
繭
」
に
な
る
こ
と
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
解
釈
が
可
能
か
。
本
文

「
全
体
を
考
慮
し
て

論
理
的
に
説
明
し
よ
う
。

※
エ
キ
ス
パ
ー
ト
活
動
を
踏
ま
え
て
、
グ
ル
ー
プ
内
で
話
し
合
い
、
解
答
の
方
向
性
は
揃
え
よ
う
。


